
 

よりよいまちづくりのための 
 

『市民アンケート』調査のお願い 
 

 

日ごろより、市政にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

十日町市では、これからのまちづくりを総合的かつ計画的に推進するため、令和

３年３月に「第二次十日町市総合計画後期基本計画」を策定しました。 

この計画の実現に向け、市民の皆さまのご意見・ご提案を市政運営上の参考とさ

せていただくため、市民アンケート調査を行っています。このたび、市内にお住ま

いの 18歳以上、3,000人の方を無作為に選ばせていただき、アンケート調査票を

お送りしています。 

今後の市政を発展させるための大変重要な調査です。お忙しいところお手数をお

かけしますが、ご協力いただきますようお願い申し上げます。 

なお、ご回答いただいた内容は、この調査の目的以外に利用いたしません。 

 

令和５年６月 

十日町市長 関 口  芳 史  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートについての不明な点、ご質問がありましたら下記までお問い合わせください。 

 

      〒948-8501 十日町市 千歳町３丁目３番地 十日町市役所 

担当 総務部 企画政策課 企画政策係 

TEL 025-757-3193（直通） FAX 025-752-4635 

E-mail t-kikaku@city.tokamachi.lg.jp 

 

 

※ご記入にあたってのお願い 
 
１．アンケートの質問には、封筒のあて名のご本人様がご回答ください。 

  ご本人様の記入回答が難しい場合は、ご家族がご本人の意向を代筆してください。 
 
２．回答は、質問ごとに用意した選択肢の中からあてはまる番号を選んでください。 

「３つまで」など、指定された以上の数を選択した場合は無効となります。 

「その他」にあてはまるときには、（ ）内にその内容を具体的に記載してください。 
 
３．ご記入いただきました調査票は、同封の返信用封筒にて６月３０日（金）までに 

ご投函ください。（名前を記入する必要はありません。切手も不要です。） 

 

４．右記の二次元コードからＷＥＢによるアンケートの回答も 

可能ですので、どちらでも、回答しやすい方法での回答を 

お願いいたします。 

なお、ＷＥＢで回答された方は、返信用封筒でアンケートを 

投函する必要はありません。 
                              二次元コード 
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１．あなたご自身のことについて、おたずねします 
 

あてはまるもの１つだけに○をつけてください。 

 

問１．あなたの性別をお答えください。 

 １．男    ２．女    ３．その他（       ） 

 

 

問２．あなたの年齢をお答えください。 

 １．18歳、19歳  ２．20歳～24歳  ３．25歳～29歳   ４．30歳～34歳 

 ５．35歳～39歳   ６．40歳～44歳  ７．45歳～49歳   ８．50歳～54歳 

 ９．55歳～59歳  10．60歳～64歳  11．65歳～69歳   12．70歳～74歳 

 13．75歳～79歳  14．80歳～84歳  15．85歳以上 

 

 

問３．あなたがお住まいの地区をお答えください。 

 １．十日町（十日町中学校区） ２．高山（西小学校区の南部） ３．西部（西小学校区の北部）  

４．川治・六箇      ５．中条・飛渡      ６．大井田           

７．下条         ８．吉田         ９．水沢 

10．川西          11．中里          12．松代 

13．松之山         

わからない場合は行政区をお書きください（                  ） 

 

 

問４．あなたが６月２日～８日の間にお仕事をしたかどうかをお答えください。 

 少しでも仕事(収入を伴う)をしていた人 １．主に仕事     ２．家事・通学のほかに仕事 

少しも仕事(収入を伴う)をしなかった人 ３．仕事を休んでいた ４．仕事を探していた  

                    ５．家事・通学    ６．その他（高齢など） 

 

※仕事とは・・・収入をともなう仕事をいい、自家営業（個人経営の商店や農家など）の手伝いや内職、

パート・アルバイトも含めます。 

※通学とは・・・予備校・専門学校・大学などに通っている場合を含めます。 
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２．十日町市での今後の生活について、おたずねします 
 

問５．あなたはこれからも十日町市に住み続けたいと思いますか？ 

あてはまるもの１つだけに○をつけてください。 

 １．これからもずっと住み続けたい    ２．できれば住み続けたい 

 ３．どちらでもない・分からない 

 ４．できれば住み続けたくない      ５．住み続けたくない        

 

問６．前問（問５）で、１または２に○をつけられた方におたずねします。 

住み続けたいと感じる理由を、次の中から３つまで選んで番号に○をつけてください。 

 １．安心して子育てができる        ２．教育機関が整っている 

３．高齢者や障がい者など福祉サービスが整っている   ４．地域の魅力を生かした催しが多い 

５．農畜産物に恵まれ食が豊か       ６．働く場が豊富である 

７．文化・スポーツ施設が整い、催しも多い   ８．歴史や伝統がある 

９．集落組織や町内組織が充実している   10．防災・防犯体制が充実している 

11．地域医療や保健体制が整っている     12．豊かな自然環境が保たれている 

13．交通の便がよい             14．道路や下水道などの生活基盤が整っている 

 15．住宅など暮らしやすい住環境が整っている  16．克雪・除雪体制が充実している 

17．市民参画によるまちづくりが進んでいる  18．行政サービスが充実している 

 19．デジタル社会の実現に向けた取組が進んでいる  20．その他（            ） 

 

問７．前々問（問５）で、４または５に○をつけられた方におたずねします。 

住み続けたくないと感じる理由を、次の中から３つまで選んで番号に○をつけてくだ

さい。 

 １．子育てしにくい環境である       ２．教育機関が不十分である 

 ３．高齢者や障がい者など福祉サービスが不十分である  ４．地域の魅力を生かした催しが少ない  

５．地元の農産物が少ない         ６．魅力ある働く場が少ない 

７．文化・スポーツ施設が不十分で、催しが少ない   ８．歴史や伝統が大切にされていない 

９．集落組織や町内組織があまりない    10．防災・防犯体制に不安がある 

11．地域医療や保健体制が不十分である    12．自然環境が悪い、汚されている 

13．バスや鉄道などの交通の便がよくない   14．道路や下水道などの生活基盤が不十分である  

15．住宅など住環境整備が不十分である   16．克雪・除雪体制が不十分である       

 17．市民参画によるまちづくりが遅れている   18．行政サービスが不十分である 

 19．デジタル社会の実現に向けた取組が遅れている  20．その他（            ） 
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３．十日町市での暮らしについて、おたずねします 
 

問８．十日町市での暮らしについて、各分野の現在の「満足度」と、今後の「重要度」

をおたずねします。左側の全 53 項目に関して、右側の「①満足度」と「②重要

度」の各選択肢からあてはまるものを、それぞれ１つずつあなたが感じるままに

○をつけてください。 
 

 

区 分  

 

項 目 
 

 

①満足度 ②重要度 

満

足 

や

や

満

足 

ど
ち
ら 

で
も
な
い 

や

や

不

満 
不

満 
重

要 

や

や

重

要 

ど
ち
ら 

で
も
な
い 

あ

ま

り 

重
要
で
な
い 

重
要
で
な
い 

人にやさしいまちづくり 

子
育
て
・
教
育 

子
育
て
・
教
育 

１幼児教育・保育の充実  

(ニーズに対応した保育サービスの充実、保育施設などの整備等) 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

２ 子育て支援の充実  

(子育て支援の充実、妊娠期から切れ目のない支援等) 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

３ 子育て環境の充実  

(子育てを支える環境の確保、子どもの遊び場の充実等) 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

４ 学校教育の充実  

（子どもたちの学力向上、不登校・いじめの減少対策等） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

５ 特色ある教育活動の推進  

（ふるさとを愛する教育活動の充実、英語教育の充実等） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

６ 学校教育施設の整備  

(安全面や快適性に配慮した施設の整備、ＩＣＴ※環境の充実等) 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

７ 高等教育などの推進  

（大学など高等教育機関との交流、奨学金制度などによる支援等） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

その他、「子育て・教育」についてご意見がありましたら、ご記入下さい。 

[                                  ] 

福
祉 

８ 福祉のまちづくりの推進  

(経済的・社会的弱者への支援、助け合う環境づくりの推進等) 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

９ 高齢者福祉の充実  

(生きがいづくりや介護予防の推進、福祉施設の整備・充実等) 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

10 障がい者福祉の充実  

(自立と社会参加への支援、就労支援やグループホームの充実等) 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

その他、「福祉」についてご意見がありましたら、ご記入下さい。 

[                                  ] 

男
女
共
同 

11 人権尊重の推進  

(人権教育の推進、広報・啓発活動の充実等) 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

12 誰もが活躍できる社会の実現  

（性別を問わず活躍できる社会の推進、障がい者等が活躍できる社会の実現等）  
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

その他、「市民尊重・男女共同」についてご意見がありましたら、ご記入下さい。 

[                                  ] 
 

※ＩＣＴ ： インフォーメーション・アンド・コミュニケーション・テクノロジーの略で、情報通信技術のこと 
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区 分  

 

項 目 
 

 

①満足度 ②重要度 

満

足 

や

や

満

足 

ど
ち
ら 

で
も
な
い 

や

や

不

満 

不

満 

重

要 

や

や

重

要 

ど
ち
ら 

で
も
な
い 

あ

ま

り 
重
要
で
な
い 

重
要
で
な
い 

活力ある元気なまちづくり 

観
光
・
交
流 

13 地域資源を活用した観光産業の推進  

（アウトドア観光など新たな魅力の充実、効果的な観光情報の受発信と受入体制の強化等）  
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

14 大地の芸術祭の里ブランドの活用  

（大地の芸術祭の里ブランドの構築、大地の芸術祭の推進等） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

15 関係人口の拡大・深化  

（姉妹・友好都市などとの交流深化、十日町ファン・応援団などの拡大等） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

16 中心市街地の活性化  

（雪国でも快適に安心して暮らし続けられるまち、新たなにぎわいの創出の展開等）  
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

その他、「観光・交流」についてご意見がありましたら、ご記入下さい。 

[                                   ] 

農
林
業 

17 農業の担い手の育成・確保  

（担い手の育成・確保、新規就農者の確保・定着の支援等） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

18 農業の生産基盤の整備・多面的機能の発揮  

（水田の大区画化などほ場整備の推進、棚田の保全と維持管理等） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

19 農業所得の向上  

（農畜産物の品質向上、ブランド力強化・販路拡大の推進等） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

20 森林の整備・森林資源の活用  

（森林の整備・保全、森林資源の活用等） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

その他、「農林業」についてご意見がありましたら、ご記入下さい。 

[                                   ] 

商
工
業 

21 地域雇用の維持・創出  

（企業支援による雇用の継続・創出、若者人材の確保等） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

22 市内企業の持続的な支援  

（販路拡大と製品・サービスの開発、人材育成等） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

23 産業の新しい展開と成長に向けて  

（産業の成長支援、新規創業者への支援等） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

その他、「商工業」についてご意見がありましたら、ご記入下さい。 

[                                   ] 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ 

24 市民による学びの場づくりへの支援  

（地域住民の交流と学びの場づくり、生涯学習施設の整備・充実等）  
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

25 文化芸術活動の充実  

（文化芸術施設の活用、個人・グループ・団体の活動支援等） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

26 文化財の保存・活用の推進  

（文化財施設の整備と活用、文化財の調査・研究と活用等） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

27 スポーツの振興  

（スポーツを通じた地域の活性化、スポーツ施設の整備等） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

その他、「文化・スポーツ」についてご意見がありましたら、ご記入下さい。 

[                                   ] 
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区 分  

 

項 目 
 

 

①満足度 ②重要度 

満

足 

や

や

満

足 

ど
ち
ら 

で
も
な
い 

や

や

不

満 

不

満 

重

要 

や

や

重

要 

ど
ち
ら 

で
も
な
い 

あ

ま

り 
重
要
で
な
い 

重
要
で
な
い 

移
住
・
地
域
活
性 

28 中山間地域対策の強化・充実  

（集落の存続・機能維持、中山間地域農業の推進等） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

29 移住・定住の促進  

（地方回帰の取組と受入体制の強化、移住・定住支援制度の拡充） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

30 男女の出会い・交流機会の充実  

（出会いの機会の提供・情報発信、結婚後の新生活を始めやすい環境づくり）  
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

その他、「移住・定住、地域活性」についてご意見がありましたら、ご記入下さい。 

[                                   ] 

 安全・安心なまちづくり 

防
災
・
防
犯
、
安
全
・
医
療 

防
災
・
防
犯
、
安
全
・
医
療 

31 防災対策の充実  

（助け合い支え合うまちづくりの推進、災害情報伝達システムの活用等）  
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

32 消防・救急体制の充実  

（地域における防災力の強化、消防防災体制の充実等） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

33 交通安全対策の推進  

（交通安全教育の充実、道路交通事故対策の実施等） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

34 防犯対策の推進  

（防犯意識の啓発、地域・関係機関の連携強化等） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

35 健康づくりの推進  

（健康づくり意識の啓発、こころの健康対策等） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

36 地域医療の充実  

（医療従事者の確保、医療体制の充実強化等） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

37 地域包括ケアシステム※の推進  

（地域包括ケアシステム※の構築出向くケアと医療※の仕組みづくり等） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

その他、「防災・防犯、安全・医療」についてご意見がありましたら、ご記入下さい。 

[                                 ] 

 

※地域包括ケアシステム ： 高齢者が住み慣れた地域で引き続き生活が送れるよう、個々の状況やそれぞれの変化

に応じて、介護サービスを中核に、住まい、医療・介護・福祉・健康・生活支援など

のさまざまな支援を、継続して幅広く提供する仕組み。 

※出向くケアと医療   ： 医療・介護の資源（人材やサービス量など）を有効に活用する観点から、サービスを

必要とする人の元へ出向き、医療・介護のサービスを提供するという考え方。 

具体的には、訪問診療や訪問看護などの在宅サービスを想定。 
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区 分  

 

項 目 
 

 

①満足度 ②重要度 

満

足 

や

や

満

足 

ど
ち
ら 

で
も
な
い 

や

や

不

満 

不

満 

重

要 

や

や

重

要 

ど
ち
ら 

で
も
な
い 

あ

ま

り 
重
要
で
な
い 

重
要
で
な
い 

環
境 

38 脱炭素・循環型社会※の推進  

（二酸化炭素排出量の削減、ごみの減量化・リサイクルの推進等） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

39 豊かな自然環境の保全  

（自然環境の保全、環境保全の意識啓発等） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

40 水資源の確保と活用  

（適正な河川水・地下水の利用、河川環境の整備・利活用等） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

その他、「環境」についてご意見がありましたら、ご記入下さい。 

[                                 ] 

生
活
・
都
市
基
盤 

生
活
・
都
市
基
盤 

41 道路網の整備  

（高規格道路整備の促進、市道整備や道路施設の老朽化対策等） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

42 上下水道の整備  

（水道・下水道施設の整備、老朽化対策等） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

43 生活交通の確保・利便性の向上  

（地域の実情に即した生活交通の確保、公共交通の利用促進等） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

44 住宅・公園などの整備  

（住宅の耐震化などを促進、公園などの整備と施設のバリアフリー化等）  
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

45 計画的な土地利用の推進  

（効果的・効率的な土地利用の促進、地籍調査事業の推進等） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

46 市道除雪の充実  

（道路除雪の推進、消雪パイプ・流雪溝の整備等） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

47 市民のくらしを支える雪処理支援・利雪親雪の促進  

（克雪住宅などの普及促進、集落雪処理支援体制の充実等） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

その他、「生活・都市基盤」についてご意見がありましたら、ご記入下さい。 

[                                 ] 

 

※脱炭素・循環型社会 ： 地球温暖化の主要因である二酸化炭素などの温室効果ガスの排出を実質的にゼロに

するとともに、限りある資源を効果的に利用し、再生産を行い、持続可能な形で循環

させながら、環境への負荷をできる限り低減させた社会。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 7 

 

区 分  

 

項 目 
 

 

①満足度 ②重要度 

満

足 

や

や

満

足 

ど
ち
ら 

で
も
な
い 

や

や

不

満 

不

満 

重

要 

や

や

重

要 

ど
ち
ら 

で
も
な
い 

あ

ま

り 
重
要
で
な
い 

重
要
で
な
い 

まちづくりの推進に向けて 

市
民
参
画
・
行
政
運
営 

48 地域自治の推進  

（地域自治活動の推進、地域コミュニティの活性化の支援等） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

49 市民活動の推進  

（市民活動の支援、協働の基盤となる組織の育成） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

50 効果的な行政運営・広域連携の推進  

（効果的・効率的な行政サービスの推進、ほかの自治体との広域連携の推進）  
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

51 健全な財政運営  

（持続可能な財政運営、収入の安定的確保と収納率向上等） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

52 情報社会の進展に即応した広報・広聴活動の推進  

（情報発信の多様化、広聴活動の充実等） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

53 Society5.0※時代に即応した自治体への転換  

（オンラインサービスの推進、スマート自治体※の実現に向けた取組等）  
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

その他、「市民参画・行政運営」についてご意見がありましたら、ご記入下さい。 

[                                 ] 
 
※Society5.0      ： 

(ソサエティ 5.0)  
Society5.0(ソサエティ 5.0)は、狩猟社会（Society1.0）、農耕社会（同 2.0）、工業

社会（同 3.0）、情報社会（同 4.0）に続く社会であり、仮想空間と現実空間を高度に

融合したシステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する人間中心の社会の

こと。 

※スマート自治体    ： ＡＩ（人工知能）などを活用し、自治体の事務処理を自動化したり業務を標準化した

りして、行政サービスなどを効率的に提供する自治体のこと。 
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４．今後のまちづくりについて、おたずねします 

 

問９．十日町市では、人口減少・高齢化が進行しており、こうした人口問題の克服と地

域活力の向上に向け、今後どのようなことが必要だと思いますか？ 

次の中から３つまで選んで下の欄に選んだ番号書いてください。また、その理由

を書いてください。 

 １．子育て・教育がしやすいまちづくり  ２．障がい者が安心してくらせるまちづくり 

 ３．高齢者が安心してくらせるまちづくり ４．観光客を増やす 

５．農業の担い手の育成・確保する    ６．働く場を増やす            

７．公共交通を充実させる        ８．移住定住者を増やす 

９．若者に魅力のあるまちづくり     10．克雪・除雪の体制づくり 

11．行政サービスを見直す         12. デジタル社会の実現に向けた取組 

13．その他（             ）  

 
 

番 号 理 由 

  

  

  

 

５．これからのまちづくりに対してのご意見など、ご自由にお書きください 
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６．今後の脱炭素に向けたエネルギー政策と原子力防災についておた

ずねします。 

 
問10．十日町市では、地球温暖化対策として、2050年に「二酸化炭素排出量の実質ゼロ」

を目標に「脱炭素」の取組を進めています。下表左側の全12項目に関して、右側

の「①あなたが既に行っている取組」と「②あなたが今後、優先して実践したい

取組」について、あてはまるものに○をつけてください。 

 

区 分  

 

項 目 
 

 

①あなたが 

既に行っている

取組 

②あなたが 

今後、優先して

実践したい取組 

脱炭素に向けた取組 

電
気
の
節
約 

1 節電の徹底  

（家電製品の未使用時はコンセントを抜く、エアコンの設定温度の調

節など） 

  

2 省エネ家電の利用  

（省エネ性能の高いエアコン・冷蔵庫・LED照明等の買い換えなど） 
  

住
居 

3 太陽光発電設備の導入  

 
  

4 ペレットストーブや薪ストーブの導入  

 
  

5 窓や壁等の断熱化などのリフォーム  

 
  

交
通 

6 電気自動車等の次世代自動車への買い替え  

  
  

7 宅配サービスの効率化  

（受け取り時間の指定など） 
  

食
関
係 

8 食事を食べ残さない  

（飲食店での外食を含む） 
  

9 食材の買い方や保存等での食品ロス削減  

 
  

10 生ごみの堆肥化  

 
  

そ
の
他 

11 リサイクルショップやフリマアプリの積極的利用  

 
  

12 再生可能エネルギー由来の電力の購入  

（再生可能エネルギーにより発電した電気を電力会社から購入す

る） 
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問11．国は積極的な原子力発電の活用により、電力の安定供給・電力コスト抑制・温室

効果ガス排出抑制などを図る方針を示しています。その一方で、原子力発電には

安全性や核のゴミ（放射性廃棄物）の処理方法などの課題があると言われていま

す。今後、原子力発電の活用を図ることについて、あなたはどのように感じてい

ますか？あてはまるもの１つだけに○をつけてください。 

 １．賛成                ２．どちらかと言えば賛成    

 ３．どちらでもない・分からない 

 ４．どちらかと言えば反対        ５．反対   

 

 

問12．万一、原子力発電所で事故が発生した場合の十日町市民が取る行動等については、

市が平成30年に各世帯に配布した「十日町市原子力災害対応ガイドブック」に掲

載してあります。また、同ガイドブックは市のホームページに公開しています。

あなたは、このガイドブックがあることを知っていましたか？  

あてはまるもの１つだけに○をつけてください。 

 １．知っていた     ２．知らなかった    

 

 

   ※「十日町市原子力災害対応ガイドブック」は、 

右記の二次元コードからご覧いただけます。 

 

 

問13．万一、原子力発電所で事故が発生した場合の行動については、「十日町市原子力災

害対応ガイドブック」のほか、国などからも示されています。あなたは、事故が発

生した場合の行動について理解していますか？ 

あてはまるもの１つだけに○をつけてください。 

 １．おおむね理解している        ２．どちらかと言えば理解している    

 ３．あまり理解していない        ４．理解していない        

 

 

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 

 


